
　
　「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
め
」は
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
の
危

険
因
子
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
は

特
定
健
診
事
業
や
最
近
の
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
で
の
啓
蒙
を
通
し
て
か
な
り

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
食
の
欧
米
化
や
運
動
不
足

を
背
景
と
し
て
冠
動
脈
疾
患
や
脳

梗
塞
の
リ
ス
ク
が
増
え
て
き
て
お

り
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

管
理
が
予
防
の
う
え
で
大
変
重
要

で
す
。

　
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
０
０
７
年
版
に
よ
る
と
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
診
断
基
準

か
ら
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
外

さ
れ
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

高
値（
１
４
０
　
／
　
以
上
）、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
値（
40
　

／
　
未
満
）、
中
性
脂
肪
高
値（
１

５
０
　
／
　
以
上
）
が
基
準
と
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
を
含
む
た
め
、

表
現
と
し
て
違
和
感
の
あ
る
「
高

脂
血
症
」 

よ
り 

「
脂
質
異
常
症
」が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

は
ア
ブ
ラ
で
す
の
で
、
リ
ポ
蛋
白

と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
初
め
て

血
液
中
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
粒
子
状
の
リ
ポ
蛋
白
は
、

脂
質
が
多
く
比
重
が
低
い
順
に
カ

イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
、
超
低
比
重
リ
ポ

蛋
白（
Ｖ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）、
中
間
比
重
リ

ポ
蛋
白（
Ｉ
Ｄ
Ｌ
）、
低
比
重
リ
ポ

蛋
白（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）、
高
比
重
リ
ポ
蛋

白（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
末
梢
組
織
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
運
ぶ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
増
え
る
と
動
脈
壁
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
蓄
積
さ
せ
て
し

ま
う
た
め「
悪
玉
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

一
方
動
脈
壁
か
ら
余
っ
た
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
内
に
回
収
す
る

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
「
善

玉
」
と
呼
ば
れ
る
わ
け
で
す
。

　
食
べ
す
ぎ
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ

で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
増
え
す
ぎ
た
り
、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
が
減
っ
た
り
す
る
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ

が
回
収
し
き
れ
な
い
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　
過
剰
で
は
疾
患
の
リ
ス
ク
と
な

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
が
、
体

の
細
胞
膜
の
材
料
、
ま
た
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
、
性
ホ
ル
モ
ン
や
胆

汁
酸
（
脂
肪
の
消
化
を
助
け
る
と

と
も
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
排
泄
の

意
義
を
も
つ
も
の
）
の
材
料
と
し

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

体
に
必
要
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

う
ち
３
分
の
２
は
肝
臓
で
合
成
さ

れ
、
残
り
は
食
物
か
ら
取
り
込
ま

れ
ま
す
が
、
総
量
が
一
定
と
な
る

よ
う
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ

人
で
も
冬
期
は
夏
季
よ
り
１
〜
２

割
高
値
、
ま
た
、
閉
経
前
の
女
性

は
同
年
齢
の
男
性
よ
り
低
値
の
傾

向
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
中
性
脂
肪
は
、
脂
肪
酸
と

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
が
結
び
つ
い
た
も

の
で
、
糖
質
摂
取
が
足
り
な
か
っ

た
り
、
運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
脂
肪
酸

に
分
解
さ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
必
要
以
上

の
中
性
脂
肪
は
肝
臓
に
取
り
込
ま

れ
る
か
、
体
脂
肪
と
し
て
蓄
積
さ

れ
ま
す
。
蓄
積
さ
れ
す
ぎ
た
中
性

脂
肪
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の

原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

中
性
脂
肪
値
は
食
事
の
影
響
を
受

け
や
す
い
た
め
、
正
確
に
評
価
す

る
た
め
に
は
空
腹
時
の
採
血
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
続
き
は
３
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）
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健
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コ
ラ
ム
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〈
前
編
〉

　特定健診を受診し生活習慣病になる可能性が高いと診断された方た
ちが、生活改善のためのカリキュラムに取り組んでいます。
　特定健診を受診し生活習慣病になる危険が非常に高い方などに対し
て６か月の行程で行われている特定保健指導積極的支援「メタボ大捜
査線」。平成21年度は21人の参加者が２グループに分かれ生活改善のための指導や支援を受けて
おり、皆さん毎日万歩計を装着し理想の身体づくりに励んでいます。
　また、生活習慣改善が必要とされる方に対し行っているのが生活習慣病予防教室「元気チャレ
ンジ教室」で、運動指導を中心とした全６回の行程になっています。11月24日には第２回目の教
室が行われ、「ウォーキングのススメ」と題し、現役の女子サッカー選手でもある運動指導士、菅
野先生の指導を受け、役場敷地内のスダジイの木の周りをウォーキングしました。
　　　　　　　　　　　　　生活習慣病予防に非常に効果があるとされている運動やウォーキン
　　　　　　　　　　　　グ。参加者は日ごろの運動不足をしみじみ感じたようで、「時間をつく
　　　　　　　　　　　　って歩かないといけないね」との声が聞かれました。

生活習慣病を予防するために生活習慣病を予防するために
コミュニティセンター城里広場ほか

※特定保健指導積極的支援は、生活習慣病の治療をしていない40歳から64歳ま
での方で、内臓脂肪の蓄積（腹囲男性85cm以上･女性90cm以上またはBMIが25以
上）に、高血圧、脂質異常、高血糖、喫煙などの危険因子が2つ以上重なった方
が対象となります。（BMIでは３つ以上）


